
03Encode 臨床ジャーナル 2024Encode 臨床ジャーナル 202402

CLINICAL  REPORT  02 .

Encode®

臨床ジャーナル

医療法人EMデンタルクリニック 
理事長（広島）

奥村  昌泰 先生

臨床における
Encode® エマージェンス
インプレッションシステムの
有効性

インプラントのデジタル化は、歯科医療の分野で革新的
な進歩をもたらしている。
デジタルスキャンやコンピュータ支援デザイン（CAD）を
用い、事前にシュミレートされ作製されたガイドサージェ
リーは安全性と手術プロセスが効率化により、インプラン
ト手術の精度向上に大きく貢献している。
またデジタル化された情報は、3 Dモデルやシミュレーシ

ョンを使用することで、治療計画や手術のプロセスを視
覚的に示すことができ、患者への情報提供にとても役立
っている。
そのようなデジタル時代において、より良い治療を患者
様へ届けたいという思いで、Zimvie 独自の最先端技術
を用いて開発されたのが、Encode®インプレッションシ
ステムである。

 はじめに

Encode®ヒーリングアバットメントの形状はインプラン
トプラットフォームからストレートに立ち上がりながら緩
やかに豊隆が付与されている。過剰圧迫による組織の喪
失を防ぎ、生体に調和した自然なエマージェンスプロフ
ァイルを構築する形状になっている。
インプラント周囲組織の保存は、審美的にも良好な結果
が得られやすいと考える。
また、従来であればヒーリングアバットメントを取り外し、
印象用コーピングをインプラントに装着、印象後、またヒ
ーリングアバットメントを装着する作業が必要であった。
アバットメントの着脱を複数回行うと、インプラント周囲
の初期骨吸収を引き起こすリスクがある。また着脱時の

痛みに対する浸潤麻酔も必要となる。
Encode®ヒーリングアバットメントは印象用コーピング
の役割も兼ね備えており、インプラント埋入後、装着した
Encode®ヒーリングアバットメントは取り外すことなく、
口腔内スキャナーを用いて外形の印象採得を行うことで
補綴装置作製が実現される。インプラント上部構造作製
に必要なインプラントポジション、プラットフォーム径、エ
マージェンスプロファイルの形状を、CADソフト上に読
み込むことができ、アバットメントデザインを可能とする
印象採得から最終補綴物作製までを簡素化できるシス
テムである。

 Encode®インプレッションシステム

◼ 患者の年齢および性別：48歳  女性　　◼ 主訴：右下６番の歯根破折症  例

右下６番抜歯後、T3 Proインプラントを埋入し、歯肉縁から1 mm〜2 mmの位置にアバットメントのトップが位置 
するように、アバットメントハイトを選択した。

抜歯即時埋入後、Encode ヒーリングアバットメントを装着した。

Encodeヒーリングアバットメントは歯肉縁上に位置しているため、口腔内スキャナーによる印象採得はとても容易
である。確実な印象採得の優先を考えカラー高を高くし過ぎると、対咬歯との干渉を招いてしまいロストのリスクが
あるため、適切なEncode®エマージェンス・ヒーリング・アバットメントを選択する必要性がある。 

埋入後7週経過時の口腔内写真。アバットメント周囲粘膜は十分治癒している。

右下６番頬側部にはフィステルがを認め、残存歯質量からも保存不可能であることを説明したところ、患者は右下 
６番の抜歯とインプラント治療を希望した。

初診時の口腔内およびデンタル X線写

CLINICAL REPORT 02.  奥村昌泰先生
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インプラント接合部からの立ち上がりは極力ストレートな形態とし、歯肉縁下 1 mm 付近で歯肉縁の形態を整える
ように豊隆を与える。また、近遠心の歯肉縁下形態は歯間乳頭をサポートするような豊隆を与えることで、審美的に
も機能的にも良好となる。

最終補綴装置の形態

インプラント埋入からアバットメント 1 回の着脱で最終補綴装置を装着することができた。抜歯即時埋入に
Encode®インプレッションシステムを組み合わせることで、治療回数の軽減低侵襲、短期間のインプラント治療を
実現可能とした。また印象時のチェアータイムは大幅に短縮することができ、患者満足度は非常に高い。

最終補綴装置装着時の口腔内写真およびレントゲン写真

口腔内スキャナーを用いてEncode®エマージェンスヒーリングアバットメントを含めた口腔内を撮影した。Encode®
エマージェンスヒーリングアバットメントを使用する際、マッチングポイントに使用する上面部が歯肉に近いとデータの
歪みが起こるため、縁上に露出させるカフハイトの選択が望ましい。その後はインプラントサイズ、エマージェンスプロフ
ァイル径、カフハイトに応じてヒーリングアバットに対応したインプラントライブラリーの選択を行う。

採得した口腔内スキャンデータ インプラントライブラリーの選択 アバットメントのデザイン

 デジタルを用いた補綴装置作製
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Encode®インプレッションシステムは、デジタル化されたプロセスにより、従来の手法に
比べて治療全体の時間を短縮することができる。患者はより少ない診療回数で最終補綴
装置の装着が可能となる。治療の効率性の向上に貢献できるこのシステムは、時間と組
織の保存の両立を兼ね備えており、術者患者双方にメリットのあると考える。

 最後に

※技工担当：LEVELS DENTAL TEAM　藤坂倫成先生



・ Encode臨床ジャーナル 
「臨床におけるEncodeエマージェンスインプレッション 
　システムの有効性」 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　Zimvie Japan

03Encode 臨床ジャーナル 2024Encode 臨床ジャーナル 202402

CLINICAL  REPORT  02 .

Encode®

臨床ジャーナル

医療法人EMデンタルクリニック 
理事長（広島）

奥村  昌泰先生

臨床における
Encode® エマージェンス
インプレッションシステムの
有効性

インプラントのデジタル化は、歯科医療の分野で革新的
な進歩をもたらしている。
デジタルスキャンやコンピュータ支援デザイン（CAD）を
用い、事前にシュミレートされ作製されたガイドサージェ
リーは安全性と手術プロセスが効率化により、インプラン
ト手術の精度向上に大きく貢献している。
またデジタル化された情報は、3Dモデルやシミュレーシ

ョンを使用することで、治療計画や手術のプロセスを視
覚的に示すことができ、患者への情報提供にとても役立
っている。
そのようなデジタル時代において、より良い治療を患者
様へ届けたいという思いで、Zimvie独自の最先端技術
を用いて開発されたのが、Encode®インプレッションシ
ステムである。

 はじめに

Encode®ヒーリングアバットメントの形状はインプラン
トプラットフォームからストレートに立ち上がりながら緩
やかに豊隆が付与されている。過剰圧迫による組織の喪
失を防ぎ、生体に調和した自然なエマージェンスプロフ
ァイルを構築する形状になっている。
インプラント周囲組織の保存は、審美的にも良好な結果
が得られやすいと考える。
また、従来であればヒーリングアバットメントを取り外し、
印象用コーピングをインプラントに装着、印象後、またヒ
ーリングアバットメントを装着する作業が必要であった。
アバットメントの着脱を複数回行うと、インプラント周囲
の初期骨吸収を引き起こすリスクがある。また着脱時の

痛みに対する浸潤麻酔も必要となる。
Encode®ヒーリングアバットメントは印象用コーピング
の役割も兼ね備えており、インプラント埋入後、装着した
Encode®ヒーリングアバットメントは取り外すことなく、
口腔内スキャナーを用いて外形の印象採得を行うことで
補綴装置作製が実現される。インプラント上部構造作製
に必要なインプラントポジション、プラットフォーム径、エ
マージェンスプロファイルの形状を、CADソフト上に読
み込むことができ、アバットメントデザインを可能とする
印象採得から最終補綴物作製までを簡素化できるシス
テムである。

 Encode®インプレッションシステム

■ 患者の年齢および性別：48歳  女性　　■ 主訴：右下６番の歯根破折症  例

右下６番抜歯後、T3Proインプラントを埋入し、歯肉縁から1mm～2mmの位置にアバットメントのトップが位置 
するように、アバットメントハイトを選択した。

抜歯即時埋入後、Encode ヒーリングアバットメントを装着した。

Encodeヒーリングアバットメントは歯肉縁上に位置しているため、口腔内スキャナーによる印象採得はとても容易
である。確実な印象採得の優先を考えカラー高を高くし過ぎると、対咬歯との干渉を招いてしまいロストのリスクが
あるため、適切なEncode®エマージェンス・ヒーリング・アバットメントを選択する必要性がある。 

埋入後7週経過時の口腔内写真。アバットメント周囲粘膜は十分治癒している。

右下６番頬側部にはフィステルがを認め、残存歯質量からも保存不可能であることを説明したところ、患者は右下 
６番の抜歯とインプラント治療を希望した。

初診時の口腔内およびデンタル X線写

CLINICAL REPORT 02.  奥村昌泰先生

05Encode 臨床ジャーナル 2024Encode 臨床ジャーナル 202404

インプラント接合部からの立ち上がりは極力ストレートな形態とし、歯肉縁下1mm付近で歯肉縁の形態を整える
ように豊隆を与える。また、近遠心の歯肉縁下形態は歯間乳頭をサポートするような豊隆を与えることで、審美的に
も機能的にも良好となる。

最終補綴装置の形態

インプラント埋入からアバットメント1回の着脱で最終補綴装置を装着することができた。抜歯即時埋入に
Encode®インプレッションシステムを組み合わせることで、治療回数の軽減低侵襲、短期間のインプラント治療を
実現可能とした。また印象時のチェアータイムは大幅に短縮することができ、患者満足度は非常に高い。

最終補綴装置装着時の口腔内写真およびレントゲン写真

口腔内スキャナーを用いてEncode®エマージェンスヒーリングアバットメントを含めた口腔内を撮影した。Encode®
エマージェンスヒーリングアバットメントを使用する際、マッチングポイントに使用する上面部が歯肉に近いとデータの
歪みが起こるため、縁上に露出させるカフハイトの選択が望ましい。その後はインプラントサイズ、エマージェンスプロフ
ァイル径、カフハイトに応じてヒーリングアバットに対応したインプラントライブラリーの選択を行う。

採得した口腔内スキャンデータ インプラントライブラリーの選択 アバットメントのデザイン

 デジタルを用いた補綴装置作製

CLINICAL REPORT 02.  奥村昌泰先生

Encode®インプレッションシステムは、デジタル化されたプロセスにより、従来の手法に
比べて治療全体の時間を短縮することができる。患者はより少ない診療回数で最終補綴
装置の装着が可能となる。治療の効率性の向上に貢献できるこのシステムは、時間と組
織の保存の両立を兼ね備えており、術者患者双方にメリットのあると考える。

 最後に

※技工担当：LEVELS DENTAL TEAM　藤坂倫成先生





・ IMPLANT YEAR BOOK 2024 
「Navigatorキットを活用し審美領域にT 3PROインプラントを 
　埋入した臨床例」 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　クインテッセンス出版



・「患者の抵抗力を最大限活かした
　インプラント治療」　共同執筆
　　　　　　　　デンタルダイヤモンド社

院長執筆活動



院長執筆活動 

・歯科臨床まずはここから！ 
　抜歯 
　卒後５年を支えるスタートガイド 
　　　　　　　　　　　医歯薬出版 

卒後およそ5年目までの若手歯科医師を対象として，
“毎日の歯科臨床で実際に役立つ本“をコンセプトにま
とめました．患者さんから信頼される歯科医師になる
ために，“これだけは必ず押さえておきたい”手技や知識
にフォーカスした，ベーシックな臨床入門書です． 
 

曽谷貴夫



・ラボサイドが知っておきたい 
　補綴装置のその後（共著） 
「外傷患者に対するインプラント治療」 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　医歯薬出版 

患者様に良い治療を提供するための 
歯科技工士とのコミュニケーションの重要性について 
執筆しております. 



・ホワイトクロス　ケースレポート 

下顎左側偏位の顕在的病的咬合に対して,
崩壊の原因を考え取り組んだ症例 

実際の臨床ケースを通じて治療前の
診査診断の重要性について執筆して
おります. 

 



・Dr.Frank Spearが考える歯科医療の 
　本質を垣間見た２日間 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ザ.クインテッセンス 

私が毎年訪れるアリゾナ州スコッツデールにあるSpear 
Educationの創設者である世界のDr.Spearが来日されま
した.歯科医療の価値を高める事こそが,日本の歯科界の明
るい未来に繋がると述べられました. 



 

 

 

・インプラント YEAR BOOK 2022 

「OSSTEM 社のシステムを用いてインプラント 

  治療を行なった２症例」ザ.クインテッセンス出版 

OSSTEM 社のインプラントシステムを 

用いて骨のないところに骨を造成し 

インプラント治療を行なった症例報告です. 



 

 

 

・歯科臨床まずはここから！ 

 歯周治療 
卒後５年を支えるスタートガイド 

医歯薬出版 

歯周基本治療や歯周外科の術式まで 

徹底解説した一冊となります。 



 

 

 

小川矯正歯科院長の小川晴也先生,レベルズデンタルチームの藤坂倫成

先生とともに行った症例を藤坂先生が執筆してくださいました. 

QDT 2022  9 月号 

「矯正歯科治療によるトｳースポジション改善後

の前歯部審美修復」 ザ.クインテッセンス出版 



 

  

・DENTAL  Implantology 

「伝統がもたらす革新 ー我々は何を学び何をすべきかー」 

 OJ 20th ミーティング  クインテッセンス出版 

日本のみならず世界の歯科界を牽引するトッププランナー先生方と共にインプラント治療について執筆しており

ます。 
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